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1.試験のねらい
 低アミロ⼩⻨とは⼩⻨でん粉の粘性を表すアミログラム最⾼粘度が標端に低下したもので、本道では年次・地域により多発し、利
⽤加⼯上問題となっている。そこで、本試験では低アミロ⼩⻨の発⽣原因を解明するとともに軽減のための対軍指針を策定する。

2.試験⽅法
 全道的な低アミロ⼩⻨の発⽣実態を調査し、気象、栽培条件などの発⽣要因を解析するとともに、仕分け収穫・乾燥のための低ア
ミロ⼩⻨検定法を検討した。

3.試験の結果
1)低アミロ⼩⻨はα－アミラーゼ活性が⾼まることにより発⽣する(図1)。
2)平成元、2年産⼩⻨の最⾼粘度は全般に⾼く低アミロ⼩⻨の発⽣はわずかであったが、平成3年産では最⾼粘度が低く、約40%が
低アミロ⼩⻨であった。平成3年で低アミロ⼩⻨が多く発⽣したのは、⼗勝、網⾛、胆振、後志、檜⼭⽀庁であった(図2)。
3)低アミロ⼩⻨の発⽣には成熟期前後の気象条件が⼤きく影響し、成熟期以前の気象条件が⾼温・少⾬では成熟期時点で低アミロ⼩
⻨は発⽣しない。逆に低温・多⾬(多湿)では、成熟期時点で低アミロ⼩⻨となる可能性が⾼い(表1)。成熟期以降は成熟期からの経過
⽇数と降⾬が⼤きく影響し、成熟期後の1週間までは4⽇間、2週間までは2〜3⽇、2週間以上経過すると1⽇の降⾬条件でも低アミロ
化する恐れがある(表2)。
4)収穫時期は低アミロ⼩⻨発⽣に⼤きく影響し、刈遅れほど低アミロ化しやすい。また、倒伏は気象条件と関連し、低アミロ⼩⻨の
発⽣を助⻑する。
5)α－アミラーゼ活性測定によって最⾼粘度の推測・仕分けが可能であった(表3)。
6)以上の結果、低アミロ⼩⻨の発⽣には成熟期前後の気象条件が⼤きく影響しており、その対策としては低アミロ耐性品種の開発が
基本となるが、当⾯は適期収穫、倒伏防⽌、仕分け収穫・乾燥に努めることが重要と考えられた(表4)。

 
図1  α－アミラーゼ活性と最⾼粘度の相関   図2  ⽀庁別の低アミロ⼩⻨発⽣率

(平成3年、チホクコムギ)

表1  成熟期前の降⾬・気温区分による
低アミロ⼩⻨の発⽣程度

(平成3年現地実態調査による)

降⾬指数
平均気温

低
16℃未満

中
16〜18℃

⾼
18℃以上

⾼
15以上

発⽣多
(287)

発⽣多
(311)

発⽣中
(485)

中
8〜15

発⽣多
(362)

発⽣中
(490)

発⽣中
(520)

低
8未満

発⽣中
(400)

発⽣少
(782)

発⽣無
(890)

注)降⾬指数︓成熟期前10⽇間の累積降⾬指数
 平均気温︓成熟期前5〜10⽇間の平均気温
 ( )内は平成3年度の最⾼粘度



表2  成熟期後の経過⽇数と低アミ
ロ危険降⾬⽇数

降⾬条件
成熟期後の経過⽇数

〜1週間 〜2週間 2週間〜

⾃然降⾬ 4⽇ 2〜3⽇ 1⽇

無降⾬ 4⽇ 3⽇ 2⽇
注)降⾬および連続多湿条件の⽇数

表3  吸光度区分による最⾼粘度の仕分け
最⾼粘度
の仕分け

短縮法吸光度 n
最⾼粘度
(B.U.)

健全 0.2未満  54  747

中間域  0.2以上0.5未満  13 334

低アミロ 0.5以上 13 173
注)平成2年産チホクコムギ、ホロシリコムギ

表4  α－アミラーゼ活性の推移パターンと発⽣要因、対策
パターン
…︓穂⽔分

━︓α－アミラーゼ活性

成熟期前後
の気象条件

対象
備考
(発⽣例)

1.⾼温・少⾬

⾼温・少⾬   全道(平成元、2年)

2.⾼温・少⾬

⾼温・少⾬
↓

連続的降⾬

早期収穫
倒伏防⽌
仕分け収穫・乾燥

道央管内(平成3年)
網⾛( 〃 )

3.低温・多⾬

低温・多⾬
(多湿)

耐性品種の開発
適期(早期)収穫
仕分け収穫・乾燥

⼗勝(平成3年)

⽬次へ戻る
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